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知っておきたい裁判員制度
平
成
二
一
年
五
月
二
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
裁
判
員
制
度
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
頻

繁
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
国
民
の
関
心
も
高

い
よ
う
で
す
。
裁
判
員
は
毎
年
の
選
挙
人
名

簿
を
も
と
に
選
ば
れ
、
選
挙
権
を
有
す
る
大

人
な
ら
、
一
部
の
職
業
を
除
い
て
誰
も
が
経

験
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
し
私

た
ち
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
選
ば
れ
、

ど
の
程
度
の
期
間
が
か
か
り
、
そ
し
て
い
っ

た
い
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
そ
も
そ
も
裁
判
官
や
弁
護
士
な
ど
の
法

律
の
専
門
家
で
は
な
い
一
般
市
民
が
、「
人

を
裁
く
」
と
い
う
重
大
な
仕
事
を
問
題
な
く

担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
協
会
で
は
今
回
、
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う

こ
の
制
度
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
概
要
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
状
や
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

制
度
の
概
要

裁
判
員
制
度
（
国
民
の
司
法
参
加
）
の

導
入
は
、
平
成
一
六
年
五
月
の
国
会
で
成

立
し
た
「
国
民
に
身
近
で
、
速
く
て
、
頼
り

が
い
の
あ
る
司
法
」
の
実
現
を
目
指
す
法
案

の
中
で
、
司
法
制
度
改
革
三
本
柱
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
五
年
後
の
昨
年
五

月
二
一
日
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
八
月

三
日
に
は
東
京
地
方
裁
判
所
で
最
初
の
公
判

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
法
制
度
改
革
の
三
本
柱
は

①
国
民
の
期
待
に
応
え
る
司
法
制
度
の
構
築

②
司
法
制
度
を
支
え
る
法
曹
の
在
り
方
の
改

革
③
国
民
的
基
盤
の
確
立
（
国
民
の
司
法
参

加
）

か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
の
司
法
参
加
導
入
の
目
的
は

・
国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
人
た
ち
の
一
般

的
感
覚
を
裁
判
の
内
容
に
反
映
さ
せ
る
。

・
司
法
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
国
民
の

司
法
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

・
刑
事
事
件
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、
犯
罪
の
少

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
の
仕
事
は
何
か

①
公
判
に
出
席
し
ま
す
。

裁
判
所
の
法
廷
で
行
わ
れ
る
裁
判
に
出
席

し
ま
す
。

証
拠
や
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証
人

や
被
告
人
に
対
す
る
検
察
官
・
弁
護
人
の
質

問
を
聞
き
、
自
ら
質
問
も
行
い
ま
す
。

②
評
議･

評
決
を
行
い
ま
す
。

裁
判
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
証
拠
を
も
と
に

・
犯
罪
事
実
の
認
定

・
法
令
の
適
用

・
刑
罰
の
決
定

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
決
め
ま

す
。事

件
ご
と
に
原
則
と
し
て
裁
判
官
三
名
、

裁
判
員
六
名
の
計
九
名
の
合
議
体
を
構
成

し
、
公
判
や
評
議･

評
決
に
あ
た
り
ま
す
。

裁
判
員
の
意
見
は
裁
判
官
の
意
見
と
同
等

の
扱
い
で
、
評
決
は
多
数
決
で
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
裁
判
官
、
裁
判
員
そ
れ
ぞ
れ
一

人
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
。

③
判
決
宣
告
に
立
ち
会
い
ま
す
。

裁
判
長
の
言
い
渡
す
判
決
に
立
ち
会
い
ま

す
。裁

判
員
が
参
加
す
る
の
は

ど
の
よ
う
な
事
件
か

地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
の
う

ち
、
殺
人
罪
、
強
盗
致
死
傷
罪
、
傷
害
致

死
罪
、
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
、
身
代
金

目
的
誘
拐
罪
な
ど
、
一
定
の
重
大
な
犯
罪
に

つ
い
て
の
裁
判
で
す
。

裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て

選
ば
れ
る
の
か

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
選
挙

人
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

①
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、
次
の
年
の

裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人
を
毎
年
く
じ
で
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選
び
、
各
地
域
の
裁
判
所
ご
と
に
裁
判
員

候
補
者
名
簿
を
作
り
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
の

は
全
国
で
毎
年
三
〇
万
人
位
で
す
。
名

簿
に
名
前
が
載
っ
た
時
点
で
候
補
者
に

は
、
裁
判
所
か
ら
一
一
月
頃
に
通
知
さ
れ

ま
す
。

こ
の
段
階
で
明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
同
封
さ
れ
て
い

る
調
査
票
を
返
送
し
認
め
ら
れ
れ
ば
、
実

際
に
候
補
者
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
は
な

く
な
り
ま
す
（
資
料
１
│
１
参
照
）。

【
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
】

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
人
・

禁
固
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人
・

心
身
の
故
障
の
た
め
裁
判
員
の
職
務
遂

行
に
著
し
い
支
障
の
あ
る
人
・
審
理
す

る
事
件
の
被
告
人
ま
た
は
被
害
者
、
そ

の
親
族
、
同
居
人
・
国
会
議
員
、
国
務

大
臣
、
国
の
行
政
機
関
の
幹
部
職
員
・

裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
警
察
官

等
・
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長･

自
衛
官
・
裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
た
人
な
ど
で

す
。

②
次
に
事
件
ご
と
に
、
地
方
裁
判
所
は
裁
判

員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
そ
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
を
選
ん
で
、「
呼
出

状
」
と
「
質
問
票
」
を
候
補
者
に
送
付

し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
明
ら
か
に
欠
格
事

由
や
不
適
格
事
由
に
該
当
し
た
り
、
明
ら

か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
候
補
者
は
「
質

問
票
」
に
回
答
す
る
こ
と
で
呼
出
し
を
取

り
消
さ
れ
ま
す
。

裁
判
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
候
補
者
は
、

裁
判
官
か
ら
裁
判
員
に
な
れ
な
い
理
由
が

な
い
か
ど
う
か
、
辞
退
希
望
が
あ
る
場
合

の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
あ

と
、
不
選
任
手
続
き
を
経
て
最
終
的
な
裁

衆議院議員の選挙権を有する者

1年ごとに選挙管理委員会がくじで選定

資料1-1　裁判員候補者選定手続きの流れ

地方裁判所へ名簿を送付

事件ごとに地方裁判所がくじで選定

選挙人名簿

裁判員候補者の予定者

裁判員候補者予定者名簿

裁判員候補者

裁判員候補者名簿

くじで選定された裁判員候補者

裁判員等選任手続へ

くじで選定された裁判員候補者

質問票・呼出状をを送付

資料1-2　裁判員等選任手続きの流れ

呼出しを受けた裁判員候補者

裁判長が質問して不選任とする者を決定する

不選任の決定がされなかった者

裁判所がくじにより選任

裁判員・補充裁判員

公判準備及び公判手続へ



4

判
員
候
補
者
が
残
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後

に
は
く
じ
で
裁
判
に
必
要
な
裁
判
員
と
補

充
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
（
資
料
１
│
２

参
照
）。

【
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
理
由
】

七
〇
歳
以
上
の
人
・
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
（
会
期
中
に
限
り
）・

学
生
ま
た
は
生
徒
・
過
去
五
年
以
内
に

裁
判
員
、
検
察
審
査
員
を
務
め
た
こ
と

の
あ
る
人
・
過
去
一
年
以
内
に
裁
判
員

候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
・
一
定
の
や
む
を
え
な
い
理

由
が
あ
り
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と

や
裁
判
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人

裁
判
員
が
負
う
義
務

①
出
廷
義
務

裁
判
員
は
、
公
判
期
日
に
出
廷
す
る
義

務
を
負
い
ま
す
。
正
当
な
理
由
な
く
出
廷
し

な
い
場
合
、
一
〇
万
円
以
下
の
過
料
が
課
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
評
議
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
守
秘
義
務

裁
判
員
は
、
評
議
の
内
容
や
そ
の
他
職
務

上
知
り
得
た
秘
密
を
外
に
漏
ら
す
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
守
秘
義
務
は
裁
判
終
了

後
も
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
守
秘
義
務
に

違
反
し
た
場
合
は
、
六
ヶ
月
以
下
の
懲
役

又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。専

門
家
に
う
か
が
う

以
上
が
制
度
の
概
要
で
す
が
、
や
は
り
こ

れ
だ
け
で
は
不
明
な
点
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
裁
判
員
制
度
に
見
識
の

深
い
、
弁
護
士
の
小
野
正
典
先
生
を
訪
ね
、

制
度
の
概
要
と
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
こ
れ

ま
で
の
裁
判
の
実
情
と
感
想
等
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
し
た
。

小
野
先
生
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
内

で
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
検
討
・
検
証
を
行

う
委
員
会
「
裁
判
員
本
部
」
の
本
部
長
代

行
で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
の
諮
問
機
関
「
裁

判
員
制
度
の
運
用
等
に
関
す
る
有
識
者
懇
談

会
」
の
委
員
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

●
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
確
率
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
？

各
地
の
地
方
裁
判
所
が
抱
え
て
い
る
事

件
、
裁
判
の
数
に
よ
っ
て
一
年
間
に
必
要
な

裁
判
員
数
は
決
ま
り
ま
す
。

事
件
、
犯
罪
の
少
な
い
地
域(

県)

は
裁

判
員
の
数
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
で
す
か

ら
選
ば
れ
る
確
率
は
、
地
域
間
で
相
当
な
差

が
あ
り
ま
す
。

全
国
平
均
で
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

・
裁
判
員
に
な
る
確
率
は
一
年
間
で

五
〇
〇
〇
人
〜
六
〇
〇
〇
人
に
一
人
、
一

生
の
う
ち
だ
と
一
二
〇
人
に
一
人
位
？

・
裁
判
員
候
補
者
に
な
る
確
率
は
一
年
間

で
五
〇
〇
人
に
一
人
、
一
生
の
う
ち
だ
と

一
〇
人
に
一
人
位
？

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

●
検
察
官
と
弁
護
人
は
候
補
者
を
不
選
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
き
ま
す
が
？

不
選
任
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
的
に
は
検
察
官
と
弁
護
人
が
そ
れ
ぞ

れ
四
人
ま
で
理
由
を
示
さ
ず
候
補
者
か
ら
不

選
任
で
き
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
長
は
不
公
平
な
裁
判
を
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
候
補
者
を
不

選
任
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
の
人
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
不
選
任
の
理
由
は
教
え
て
も
ら
え
ま
す

か
？

小野正典弁護士
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資料2　最高裁判所「裁判員裁判」の実施状況について（制度施行～10月末・速報）」より

辞退が認められた裁判員候補者数及びその辞退事由の内訳（選任手続期日の前と当日別）

総数 選任手続
期日前

選任手続
期日当日

判決人員 47
選定された裁判員候補者の総数 4,200
辞退が認められた裁判員候補者の総数 2,218 2,014 204

調査票の回答に基づく辞退（70歳以上，学生等）※注２ 764 764
疾病傷害 320 305 15
介護養育 246 221 25
事業における重要用務 513 430 83
社会生活上の重要用務 39 27 12
辞退政令1号（妊娠中又は産後8週以内） 21 20 1
辞退政令2号（法16条8号ロ以外の介護養育） 30 26 4
辞退政令3号（親族等の同居人の入院等の付添い） 18 13 5
辞退政令4号（出産等への立会い等） 6 5 1
辞退政令5号（遠隔地） 56 53 3
辞退政令6号（その他精神上又は経済上の不利益） 193 138 55
その他の辞退事由※注３ 12 12 ─

（注）１　刑事通常第一審事件票による延べ人員である（ただし，判決人員は実人員である。）。
 ２　「調査票の回答に基づく辞退」には，①裁判員法１６条１号から７号までの辞退事由に該当する裁判員候補者で，調査票により辞退

を希望し，呼び出さない措置がされたもののほか，②欠格事由，就職禁止事由に該当するとして，呼び出さない措置がされたもの，③転
居先不明等により裁判員候補者名簿記載通知が不到達であったものが含まれる。

 ３　「その他の辞退事由」とは，裁判員法１６条１号から７号までの辞退事由に該当する裁判員候補者で，質問票等により当該事件につ
いて辞退を申し立て，これが認められたものをいう。

 ４　速報値である。

選任手続期日において不選任決定がされた裁判員候補者数及びその内訳
総数

判決人員 47
不選任決定がされた裁判員候補者の総数 1,377

理由あり不選任（法34条4項） 7
辞退による不選任（法34条7項） 204
理由なし不選任（法36条） 229
くじによる不選任（法37条3項） 937
質問なし不選任（規35条2項，3項）※注２ ─

（注）１　刑事通常第一審事件票による延べ人員である（ただし，判決人員は実人員である。）。
 ２　「質問なし不選任」とは，①あらかじめくじで裁判員等に選任されるべき順序を定めた上で，その順序に従って質問手続を行い，必要

な裁判員候補者数に満ちたときに質問を打ち切る，いわゆる抹消方式及び②選任手続期日のはじめに質問を受けるべき裁判員候補者を
決めるためのくじを行う方式により，質問を受けることなく法３７条３項の不選任決定がされたものをいう。

 ３　速報値である。

 

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

不
選
任
理
由
は
伝
え
な
く
て
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
裁
判
員
候
補
者
の
呼
出
状
に

基
づ
く
出
席
率
は
ど
の
位
で
す
か
？

 

大
体
九
〇
％
位
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
の
予
想
以
上
に
高
い
出
席
率
で
す
。

●
裁
判
員
を
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

裁
判
所
が
認
め
た
場
合
は
辞
退
で
き
ま

す
。特

定
の
職
業
や
立
場
の
人
に
偏
ら
ず
、
広

く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り
辞
退
し
な
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
で
は
辞
退
の
件
数
も
多
く
見
ら
れ
、
比
較

的
柔
軟
に
認
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

辞
退
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
裁
判
所

の
判
断
に
な
り
ま
す
が
、
も
し
業
務
の
都
合

上
、
ど
う
し
て
も
都
合
が
悪
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
裁
判
所
へ
理
由
を
申
し
出

る
こ
と
が
大
切
で
す
（
資
料
２
参
照
）。
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●
裁
判
員
は
急
用
の
場
合
、
裁
判
を
欠
席

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

裁
判
所
が
認
め
れ
ば
で
き
ま
す
。

裁
判
所
に
事
情
を
説
明
し
、
認
め
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

裁
判
員
は
欠
席
す
る
と
、
評
議
や
裁
判
の

連
続
性
か
ら
解
任
扱
い
と
な
り
、
補
充
裁
判

員
の
中
か
ら
裁
判
員
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

補
充
裁
判
員
は
評
議
や
裁
判
の
最
初
か
ら

継
続
し
て
傍
聴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
裁
判
員
は
、
全
国
で
年
間
二
五
〇
〇
件

位
と
い
わ
れ
る
刑
事
重
大
事
件
の
全
て
に

出
席
す
る
の
で
す
か
？

「
裁
判
員
や
親
族
に
対
し
て
危
害
が
加
え

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
裁
判
員
の
関
与
が

困
難
な
事
件
」
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

●
裁
判
員
は
法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。裁

判
員
の
仕
事
に
必
要
な
「
法
律
に
関
す

る
知
識
」
や
「
刑
事
裁
判
の
手
続
き
」
に

つ
い
て
は
裁
判
官
か
ら
丁
寧
に
説
明
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
心
配
あ
り
ま
せ

ん
。

●
評
決
の
際
の
、
保
留
、
棄
権
は
認
め
ら
れ

ま
す
か
？

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
裁
判
で
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
事
は
「
検
察
の
立
証
が
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
起
訴
事
由
が
認

め
ら
れ
ず
、
そ
の
裁
判
員
は
「
無
罪
」
と
い

う
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 ●
裁
判
に
は
時
間
が
か
か
り
拘
束
日
数
が
長

く
な
る
の
で
は
？

早
け
れ
ば
二
日
程
度
で
終
わ
り
ま
す
。

実
際
の
裁
判
に
か
か
る
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ

の
事
件
の
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
多
く
は
数

日
間
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

一
日
の
日
程
も
基
本
的
に
は
夕
方
に
は
終

わ
り
ま
す
。
早
朝
や
夜
遅
く
ま
で
か
か
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
裁
判
員
と
な
る
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ
と

は
で
き
ま
す
か
？

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
必
要
な
休
み
を
取

る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ

と
を
理
由
に
会
社
が
社
員
を
解
雇
す
る
な
ど

の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
に
よ
っ
て
は
有
給
制
度
を
新
設
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
必
要
に
応
じ
、
裁
判
所
へ
申
し
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
任
手
続
や
裁
判
の
た

め
に
裁
判
所
へ
出
廷
し
た
日
数
な
ど
の
証
明

書
を
発
行
し
て
も
ら
え
ま
す
。

【
特
別
休
暇
制
度
】

総
務
省
は
昨
年
、
地
方
自
治
体
に
対

し
、
裁
判
員
に
つ
い
て
特
別
休
暇
扱
い

と
す
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
多
く
の
地

方
自
治
体
が
特
別
休
暇
制
度
の
対
象
と

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
ま
せ
ん
か
？

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
の
名
前
や
住
所
な
ど
は
次
の
理
由

か
ら
公
に
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
裁
判
の
公
正
さ
や
そ
の
信
頼
を
確
保
す
る

た
め

・
評
議
で
裁
判
員
や
裁
判
官
が
自
由
な
意
見

を
言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

・
裁
判
員
の
保
護(

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
・

身
体
保
護)

勿
論
、
裁
判
が
終
わ
る
ま
で
は
、
自
分
が

裁
判
員
で
あ
る
こ
と
も
公
表
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

守
秘
義
務
に
違
反
し
た
場
合
は
罰
金
も
あ

り
ま
す
。

も
し
、
検
察
官
や
弁
護
士
な
ど
が
裁
判
員

の
氏
名
な
ど
を
も
ら
し
た
場
合
に
は
刑
罰
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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●
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
を
職
場
の
上
司
や
、

家
族
に
も
話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
？

裁
判
員
と
し
て
、
職
務
上
知
り
得
た
こ
と

や
評
議
、
評
決
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
？

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
を
上
司
や
家
族
に

話
す
こ
と
は
大
丈
夫
で
す
。
公
表
に
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
職
務
上
知
り
得
た
こ
と
や
、
評

議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
は
話
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

●
マ
ス
コ
ミ
対
応
等
が
心
配
で
す
。
記
者
会

見
を
し
て
い
た
り
、
裁
判
員
と
し
て
の
経

験
談
が
報
道
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

守
秘
義
務
に
抵
触
し
な
い
の
で
す
か
？

裁
判
員
で
あ
っ
た
こ
と
や
感
想
等
を
話
す

こ
と
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
職
務
上
知
り
得
た
こ
と
や
、
評

議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
は
話
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

裁
判
は
元
々
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

公
開
さ
れ
た
場
で
の
出
来
事
を
公
表
す
る
こ

と
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
公
開
で
あ
る

評
議
の
経
過
等
の
取
り
扱
い
が
重
要
な
の
で

す
。そ

れ
と
、
判
決
宣
告
前
の
接
触
は
絶
対
禁

止
で
す
。

●
裁
判
員
に
は
、
裁
判
員
と
し
て
の
職
務
に

要
し
た
費
用
は
支
払
わ
れ
ま
す
か
？

勿
論
、
規
定
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

日
当
額
に
つ
い
て
は
上
限
一
万
円(

候
補
者
は

上
限
八
〇
〇
〇
円)

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
当
に
つ
い
て
は
、
雑
所
得
扱
い
と
な
り

ま
す
。
年
間
二
〇
万
円
以
下
の
雑
所
得
で

あ
れ
ば
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
所
で
は
、源
泉
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
当
は
「
報
酬
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
も
し
公
務
員
で
あ
っ
た
と
し
て
も
日
当

を
受
け
取
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
裁
判
員
制
度
が
実
施
さ
れ
、
裁
判
が
よ
く

な
っ
た
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

裁
判
の
進
め
方
が「
書
面
主
義
」か
ら「
口

頭（
直
接
）主
義
」に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

従
来
は
、
捜
査
機
関
が
作
り
上
げ
た
書
類

に
も
と
づ
い
て
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護

士
と
い
う
専
門
家
だ
け
で
裁
判
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
評
議
な
ど
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
か

け
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
裁
判
員
と
い
う
専
門
家
で
は
な
い

第
三
者
が
入
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
、
検

察
官
、
弁
護
士
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
や
事
件
の

経
緯
、
中
身
を
書
類
を
読
む
の
で
は
な
く
、

法
廷
の
場
だ
け
で
「
判
り
や
す
く
」
説
明
す

る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
評
議
に
つ
い
て

も
裁
判
官
と
裁
判
員
全
員
が
意
見
を
述
べ
、

じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
私
た
ち
の
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
裁
判
が
、

よ
り
「
身
近
に
」「
判
り
や
す
く
」「
公
正
に
」

な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

●
問
題
点
や
今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

今
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題
点
は
聞
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
裁
判
例
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
後
事
例
を
重
ね
る
こ
と
で

見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
口

頭
主
義
」
に
つ
い
て
も
ま
だ
不
十
分
な
点
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
裁
判
員
に
な
っ
た
方
達
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
、
感
想
、
要
望
等
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

最
高
裁
の
有
識
者
懇
談
会
で
公
表
さ
れ
た

実
施
状
況
の
調
査
結
果
を
見
て
も
、「
大
変

よ
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、

全
体
的
に
は
思
い
の
ほ
か
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
（
資
料
３
参
照
）。

●
最
後
に
、
先
生
の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

今
ま
で
、
裁
判
と
い
う
の
は
市
民
に
と
っ

て
す
ご
く
遠
い
存
在
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
全

部
お
上
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
か
ら
は
「
私
た
ち
の
地
域
で
起
こ
っ

た
事
件
は
私
た
ち
の
問
題
で
、
私
た
ち
の
手

で
何
と
か
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

行
政
も
立
法
も
、
今
は
市
民
の
意
見
を
積
極

的
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
司

法
だ
け
が
無
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
先
ほ
ど
も
触
れ
た
よ
う
に
、
市
民
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の
健
全
で
常
識
的
な
感
覚
を
も
っ
て
評
議
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
は
、
単
な
る
捜
査
機
関

の
追
認
で
は
な
く
、
本
当
の
意
味
で
の
「
裁

判
所
独
自
の
判
断
」
を
す
る
裁
判
に
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

今
の
時
代
、
行
政
に
お
い
て
は
、
地
方
分

権
が
進
め
ら
れ
、
地
域
主
権
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
各
地
方
自
治
体
の
現
場
で
は

「
住
民
と
の
協
働
」
に
よ
る
行
政
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
野
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

裁
判
員
制
度
は
ま
さ
に
司
法
に
お
け
る
「
地

域
主
権
」
の
始
ま
り
な
の
で
は
な
い
か
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
が
地
域
の
刑

事
事
件
に
関
わ
る
こ
と
で
、
犯
罪
の
抑
止
に

つ
な
が
り
、
安
全･

安
心
な
地
域
づ
く
り
に

も
大
き
く
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
各
地
で
裁
判
員
裁
判
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
問
題
が
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
良
好
な

運
営･

発
展
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
も
し
私
た
ち
が
裁
判
員
に
選
ば
れ

た
と
き
は
、
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
真
摯
に
対

応
し
た
い
も
の
で
す
。

「
私
た
ち
の
地
域
で
起
き
た
問
題
は
私
た

ち
自
身
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。」

【
取
材 

協
会
職
員  

岡
山
三
治
・
東
堂
玄
幸
】

審理内容の理解のしやすさ

資料3　 n＝257最高裁判所「裁判員制度の運用等に関するアンケート（平成21年8～10月分調査報告より）」

評議における話しやすさ

裁判員に選ばれる前の気持ち 裁判員として裁判に参加した感想

評議における議論の充実度

理解
しやすかった
72.8％

話しやすい
雰囲気
81.7％

普通
22.6％

普通
16.7％

理解しにく
かった
3.5％

話しにくい
雰囲気
0.8％

不明
1.2％

不明
1.6％

わからない
14.4％不十分で

あった
5.4％

よい経験と
感じた
40.1％

あまりやりたく
なかった
39.3％

やって
みたい
20.2％やりたく

なかった
17.5％

特に考えて
いなかった
16.3％

積極的に
やってみたい
6.2％

不明
0.4％

不明
0.4％

特に感じる
ことはなかった
0.0％

よい経験とは
感じなかった
0.4％あまり

よい経験とは
感じなかった
0.8％

十分に
議論ができた
78.6％

非常によい
経験と
感じた
58.4％

不明
0.8％


